
別子銅山を読む講座ⅩⅡ-２-２ 

宰平の漢詩を読む (続々) 

令和４年６月５日（日）10:00～11:30 

元別子銅山文化遺産課長 坪井利一郎 

 

  はじめに 

これまで広瀬宰平については、「半世物語」「宰平遺績」を読み、「錬石餘響」「偸閒楽事・

上」「偸閒楽事・下」の漢詩も読み下した。「簿領餘事」のみが残ってしまったので、四たび

勇気をふるって宰平の処女漢詩集を読み下してみる。訳については、各自で詩情豊かにつけ

ていただくことを唯ただ切に願うだけである。 

 なお、宰平の三部の漢詩集は次に箇条書きしておく。 

   簿領餘事  安政 ４年 ３０歳 (最後の漢詩時の年齢とした。) 

錬石餘響  明治 ５年 ４５歳 

偸閒楽事  明治２９年 ６９歳 

 

※簿領餘事：仕事の暇々に帳面に書きとめし詩。 

 

簿 領 余 事 

 序 

保水子為其主住友氏赴    保水子(宰平)は其の主の住友氏の為に 

予州銅山 俗務多端     予州銅山に赴く 俗務多端にして 

日夜忽劇 暇則讀書講    日夜忽
たちま

ち劇す 暇に則ち書を読み学を講じ 

学 或尋傍近山水捜奇    或るいは傍近の山水を尋ねて奇を捜して 

抉怪叢之歌詩今蘊      怪を抉
えぐ

くり之を叢めて詩歌にし今蘊
つ

める。 

戊午春遊浪華始見 余    戊午の春浪華に遊び始めて見る 余は 

示其新著唫稿請評而     その新著を示し稿を唫じ評を請うて 

序之 余取而吟諷篇篇雅   之を序す 余取り篇々と吟諷すれば雅健に映ず 

健映 可喜者乃謂保水日   喜ぶ可き者
は

乃
すなわ

ち謂ふ 保水日く 

朱文公有言日人多言為    朱文公に言有り 日く人の言多きは 

事所奪有妨講学 此     事を成すに奪ふ所 講学を妨ぐる有り 此の為 

為 不能使船嫌渓曲者也   船を使う能
あた

わざるは渓曲を嫌う者也 

余謂自亦宗工秀人率無    余は謂う自ら亦た宗工秀人を率いて 

無事者而皆能講学属文    無事無き者
は

皆能く学を講じ文に属す 

詩吐雄放魂意之辞此年他   詩は雄を吐き魂を放ちて意を辞せん 此の年  ※他は助字 



能使船不嫌渓曲者也     能く船を使うは渓曲を嫌わず者也 

今保水百忙中此有      今、保水百忙中此の英有り 

英 亦能使船者飛耶     亦た能く船を使う者は飛ぶか 

余烏得不序以称焉哉     余は 烏
いずくん

ぞ得ん序せずして 以って称
たた

へんかな 

 安政戊午肇秋下院      安政戊午肇秋下院 

 浪華小山学人奥路純     浪華小山学人・奥路純 

  撰並書 ㊞    ㊞   撰ならびに書 

    (深菫純印)  (温光) 

 

※朱文公：南宋の大儒。朱子学の祖である朱熹
し ゅ き

の尊称。 

 

勝遠図、寄尓
なんじ

近製一冊、題目簿領餘事、遠図在簿書倥傯之間、 

不発搦管亦人所難也、其詩玉石混淆、蓋余事而不専致
ち

力也、 

若使専力於此、則化石成玉、琤琤之音盈
みつる

耳、豈今日之比也哉。 

     安政巳未夏四月 近藤熈
き

妄
ぼう

評    安政六年夏四月 近藤熈
き

妄
ぼう

評す 

            

勝遠図(宰平)が尓
なんじ

に近製一冊を寄せる。題目は簿領餘事。遠図は忙しい間も帳面を在し、 

管をとりて発せず。亦た人の難しい所なり。その漢詩は玉石混交にして、蓋
たぶ

ん専致力では無

く余事であろう。もしここに於いて専力を使えば、すなわち石が化けて玉に成る。玉の触れ

あう音が耳に満ちる。今日の比なりや、否な。 

安政六年夏四月 近藤熈
き

妄
ぼう

評す 

倥傯：せわしく忙しい 

搦 ：からめる。とる。 

   混淆
こんこう

：まじる 

琤琤：玉の触れあう音 

 

簿領餘事  伊予銅山 勝満忠遠図著 

 

  銅山新春 

人家三百客三千 人家は三百、客は三千 

沐得主恩深似淵 沐し得たり主恩深きこと淵の似
ごと

し 

莫道春風吹息気 道
い

う莫
な

かれ春風は臭気を吹いて 

山中富貴在銅煙 山中の富貴は銅煙に在りと 

 

  春夕酒醒 

黄昏客去徹盤肴 黄昏客去りて盤
ばん

肴
こう

に徹す 



微酔醒時棋独敲 微酔醒める時、棋独り敲
たた

く  

簾外風収春寂々 簾外の風収まりて春寂寂たり 

一痕淡月上花梢 一痕の淡月花梢に上る 

 

  題秋晴画 

一天無物礙 一天、物の礙
さまた

げ無く         礙＝碍 

晴色似清和 晴色は清和の似
ごと

し 

屽曬夜魚網 屽曬
かんれい

す夜の魚網           屽曬：干し晒す 

窗懸昨雨蓑 窓に懸ける昨雨の蓑
みの

 

帰牛諳浅水 帰牛は浅水を諳
そらん

じ 

立鷺俯輊水 立鷺は輊
ち

水に俯す                    輊：低い 

楓葉秋将染 楓葉は秋を将に染めんとして 

夕陽此処多 夕陽は此の処に多し 

屽曬夜魚網 窗懸昨雨蓑 は 

岸に晒す夜魚の網 窗に懸る昨雨の蓑  

の本歌取り 

  送源梅仙遊西予 

昨向讃東今予西 昨に讃東に向かいて今予西 

爪痕不定一鴻迷 爪痕定まらず一鴻迷う 

帰心応動中山駅 帰心は応に動かんとす、中山の駅 

満谷秋風夜鹿啼 満谷の秋風、夜に鹿啼く 

 

  晩春雨中作 

似惜東君去 東君去りて惜しむが似
ごと

く 

滂沱雨瀉盆 滂沱
ぼ う だ

の雨は盆に瀉
そそ

ぐ         滂沱:大雨が降る様子 

霧封迷咫
し

尺 霧封じて咫
し

尺に迷う         咫
し

尺:わずかな距離 

日永未黄昏 日永くして未だ黄昏ならず 

僧睡落花寺 僧睡むる落花の寺 

牛肥芳草村 牛肥ゆる芳草の村 

欣佗下種候 欣佗は下種に候
そうろ

う          欣佗:喜びと憂い 

田徑水流渾 田徑は水流れて渾
にご

る          徑：小道 

似惜東君去 滂沱雨潟盆 は 

東に君去るを惜しんで涙の雨が 盆をひっ

くり返したように流れる 

  上原新池歌贈今沢叔蔵 

新居郡裡有中村 新居郡裡に中村有り 



村有子村呼上原 村に子村有りて上原と呼ぶ 

地脉東奔或西走 地脉は東奔し、或いは西走す    脉：すじ 

栄回転転沼山根 縈
めぐ

り回
めぐ

りて転転、山根に沼あり   栄は縈のの間違い 

古来曽無長流水 古来曽つて長流水無し 

米穀不生地陋
へい

鄙
ひ

 米穀生ぜず、地は陋
へい

鄙
ひ

       陋：狭い、いやしい 鄙:いやしい 

草莾
もう

荊蕀
けいきょく

到処生 草莾
もう

荊蕀
けいきょく

到る処に生ず      草莾:草ふかい野 

磽确
こうかく

一面難容耜
し

 磽确
こうかく

一面耜
し

を容
い

れ難し       磽确
こうかく

:やせ地 耜:すき 

秋櫨
ろ

春楮
ちょ

桑麻余 秋櫨
ろ

春楮
ちょ

、桑麻の余        櫨:はぜ 楮：こうぞう 

蕎麦豆菽又菜蔬 蕎麦豆菽又は菜蔬
さ い そ

         菽:まめ 

物産雖多價
か

皆賤
せん

 物産は多しといえども値は皆賤
やす

し  價:あたい 

十之九僅充公祖 十の九僅
わず

かに、公祖に充
あ

てる 

可憐民庶多菜色 憐れむ可
べ

し民庶の菜
さい

色の多きを   民庶=庶民 

老幼無一不歎息
たんそく

 老幼は一にも嘆息せざる無し 

偉矣
い い

吾友今沢翁 偉矣
い い

たる吾が友今沢翁 

膽畧斗大深無極 肝略斗大、深きを極まる無し    膽=肝 

為民与利建良謀 民の為に利を与え良謀建つ 

拓開陂池貯水流 陂池を拓開して流水を貯め     陂:つつみ 

前有召父後杜母 前に召父有り後に杜
と

母あり 

只杜再生来此州 只
し

杜
と

再生し、この州に来る 

水声一道乾雷走 水声一道乾雷走る 

無端漲溢緑如酒 端無くも、漲溢
ちょうえき

して緑は酒の如し  漲:みなぎる 溢:あふれる 

已摸呉江◇植楓 已
すで

に呉江に摸
も

して楓を殖植す     摸＝模 ◇:歹卯 殖？ 

更擬蘇堤多移柳 更に蘇堤に 擬
なぞらえ

て多く柳を移す  

細雨軽靄春朦朧 細雨軽靄
あい

、春朦朧として       靄:もや 

清風明月秋玲瓏 清風明月、秋玲瓏たり  

忽見蓬莱浮此際 忽
たちま

ち見る蓬莱の此の際
きわ

に浮くを 

熈熈
き き

終歳楽不窮 熈熈
き き

として終歳楽しみ窮
きわ

まらず    熈:ひかる ひろい 

宛好雨池名亀鶴 宛
まる

で好し、雨池は亀鶴と名づく 

真是千歳不朽功 真是れ千歳不朽の功 

自今以徃挿秧節 今より以徃
の ち

は挿秧の節        徃:ゆく 秧:なえ 

農歌満野定年豊 農歌満る野定まりて年豊なり 

 

  題梅花書屋図 

梅花争発処 梅花争ひて発
ひら

く処 

茅屋架清流 茅屋清流を架ける 

中有旧書客 中に旧書客有り 



讃孤山集不 孤山集を讃する不や 

 

  銅山端午 

雨霽
せい

風清暑気微 雨霽
は

れ風清
さや

かにして暑気微
かす

かに    霽=晴 

檐
えん

端菖葉也芳菲 檐
えん

端菖葉、芳菲なり         檐：のきば 菲：いい香り 

自嗤
し

時服猶難着 自ら嗤
わら

う時服
したが

う猶お着難く      嗤＝笑 

閑却筐中一葛衣 閑却す筐
きょう

中に一葛衣を    筐=籠 閑却:いい加減に打ち捨てておく 

  

  夏暁早発 

暁領清涼発駅亭 暁に清涼を領して駅亭を発
た

つ 

山回渓沿水冷冷 山回渓沿の水は冷冷たり 

昨□何獣擘眠鳥 昨宵何
いず

れの獣、眠鳥を擘
つんざ

く      □は「雨」の下に「月」で「宵」 

血気留痕草木腥 血気痕を留め草木腥
にお

う          腥:なまぐさい 

 

  旅泊 

扁舟繋得古荒洲 扁舟繋ぎ得たり古き荒洲 

洲裏恰逢風浪収 洲裏恰
あたか

も逢う風浪収まる        恰
あたか

も 

孤笛吹残漁浦月 孤笛吹き残す漁浦の月 

繁砧搗起蜑窓秋 繁砧搗
つ

き起こす蜑
あま

窓
まど

の秋 

醒疑帰国分明梦 醒疑帰国、分明の梦          梦=夢 

窮倦周年汗漫遊 窮倦周年、汗漫の遊び           倦
う

む 

回首歴踪殆如鳫 首を回せば歴踪殆ど雁の如し        踪=跡 鳫=雁 

今宵東地昨西州 今宵は東地、昨は西州 

 

 西條雑詩 

北控大洋西大河 北は大洋を控え、西に大河 

東南唯見稲田多 東南に唯だ見る稲田の多きを 

富民擬士横双剣 富民は士 擬
なぞらえ

て双剣を横たえ 

閑吏学漁荷一蓑 閑吏は漁を学びて一蓑を荷す 

斜日鴉栖粉堞樹
ちょうじゅ

 斜日の鴉栖む粉堞
ふんちょう

の樹       鴉:からす 堞:ひめがき 

秋風鯉躍碧池波 秋風に鯉躍り碧池の波 

城中亦有村家様 城中亦た村家の様に有り 

紅葉園幽聞擲梭 紅葉の園幽
ひそ

かに、擲梭
て き さ

を聞く     擲梭:時の流れの早いこと 

 

 初冬聞鰐洲大久保君新営草堂賦此寄呈 

似慕野人趣 野人の趣を慕う似
ごと

く 



経営茅屋成 経営茅屋成る 

寒梅小和靖 寒梅は小和靖               和靖：人名(林和
り ん な

靖
せい

) 

残菊老淵明 残菊は老淵明               淵明：人名(陶淵明) 

雨夜棋声静 雨夜に棋声静か 

雪朝茶気清 雪朝茶気清し 

斯間別天地 斯
こ

の間別天地 

脱却庁堂情 脱却す庁堂の情              庁堂：役所 

 

 清貧 

清貧誰復似吾家 清貧誰れか復
ま

た吾家の似
ごと

く 

典盡衣装却自誇 尽
ことごと

く衣装を典じ、却
かえ

って自ら誇る    盡=尽 

不妨先生唯飲水 妨
さまた

げ先生唯だ水を飲むを 

歳寒良友有梅花 歳寒良友、梅花有り  

 

 菜原即事 

山似龍眠石乕蹯 山は龍眠る似
ごと

く、石は乕
とら

の蹯       蹯
はん

:獣の足のうら 

此間有圃大如盆 此の間に圃有りて、大きさは盆の如し 

鉱夫余暇小経済 鉱夫の余暇小さきは経済 

鋤得白雲栽菜根 白雲を鋤き得たり、菜
さい

根を栽
うえ

る 

 

 秋圃雑題 

一自高人餐落英 一に高人落英の餐
さん

自
よ

り 

秋容冷澹
たん

有余栄 秋容冷澹
たん

にして余栄有り         澹:静かで安らか 

笑吾不学酔陶令 笑って吾は酔陶令に学ばず        陶：陶淵のこと 

対汝擬為醒屈平 汝に対して醒屈平と為すを 擬
なぞらえ

る     屈：屈原のこと 

 

宛如猩血滴秋叢 宛
まる

で秋
しゅう

叢
そう

に猩血滴るが如し        宛
まる

で 

南雁来時葉自紅 南雁来る時、葉は自ずから紅 

知否今吾却惆帳 知るか否か今吾却
かえ

って惆帳す        惆
うら

む 

一封郷信不曽通 一封の郷信は曽つて通じず 

 

  鉱夫歎                       歎
なげ

き 

不同人世業 人の世業は同じからず 

窟裏別艱難 窟裏別れて艱難 

昨有千金富 昨に千金の富有り 

今無一鈔残 今は一鈔
しょう

の残無し 



典衣為酒價 典衣酒値と為す             典衣：質に入れる  價=値 

以米梚
ばん

魚餐 米を以って魚餐を梚
ばん

す 

請看驕奢甚 請看驕奢
きょうしゃ

の 甚
はなはだ

しいことを        請看：見てごらん 驕
おご

る 奢
おご

る 

生涯何可安 生涯何
いか

に安すんべし 

 

十月二日同家弟光遠探蘿橘勝入土州途中得二絶句  蘿:つた 

山与山連不見村 山と山与
と

連なり、村見えず 

躋攀取路度雲根 躋攀
せ い よ

路を取り、雲根を度
わた

る      躋=登 

入彊愛見似仙境 彊に入りて愛見するは仙境の似
ごと

く 

松樹枝頭鶴養孫 松樹枝の頭鶴は孫を養う 

 

村民不解世風波 村民解せず世の風波を 

質朴向人言語訛 質朴は人に向かいて言語訛
なま

る 

聴得農談最奇絶 聴き得たり農談最も奇絶なるを 

一年両度納嘉禾 一年に両度、嘉禾
のぎ

を納む       禾=稲 

 

南州十月不知冬 南州の十月は冬を知らず 

田畝日暄人務農 田畝の日 暄
あたたか

くして、人は農に務む  暄
あたたか

い 

晩菊花辺早梅咲 晩菊花の辺りに早梅が咲く 

秋光叢裏認春容 秋光の叢
そう

裏
り

に春容を認む 

 

  酒間呈雷沢禅師 

閑剪青燈話旧情 閑に青燈を剪
き

り旧情を話す      青燈：燈芯 

炉辺接膝坐三更 炉辺に膝を接し三更に坐す      三更:真夜中 

雲埋奔月簷無影 雲は奔月を埋め、簷
えん

に影無く     簷
えん

：ひさし 

風巻飛沙窓有声 風は飛沙を巻き、窓に声有り 

身臥煙霞塵自脱 身は煙霞に臥せ、塵を自から脱す 

交非勢利酒相傾 交わりは勢利に非ず、酒を相傾ける 

今宵君莫辞酣酔 今宵の君は酣酔を辞す莫
な

かれ     酣:たけなわ 

為恐寒衾梦廔驚 為に恐る寒衾
かんこん

梦に廔
たびた

び驚く      衾：ふすま  梦=夢 

 

 冬日弟村雑興 

渓流有毒不生魚 渓流毒有りて魚は生きず 

無復山民試捕魚 復
ま

た山民は捕魚を試みる無く 

四面峯岳皆露骨 四面の峯岳は皆な露骨  

寒鴉落日影疎疎 寒鴉落日、影は疎疎たり 



 雪後到五良津山晴色絶景佳 

寒光眩目路難攀 寒光は目に眩
まぶ

しく、路は攀
のぼ

り難し 

幾畳孱顔白一般 幾つも畳
かさな

る孱
せん

顔
がん

白一般           孱
せん

:よわい 孱顔：険しい山 

恨殺行人風致乏 恨殺行人、風致は乏
とぼ

しく 

踏摧瓊
けい

玉
ぎょく

万尋山 踏摧瓊
けい

玉
ぎょく

、万尋の山        摧
さい

:くじく 瓊:たま 

 

 帰路作 

隂晴難定気濠濠 陰晴は定まり難く、気は濠濠たり   隂=陰 

清峭透肌幽谷風 清峭は肌を透かして、幽谷の風    峭
しょう

:けわしい 

帰路絶嶺雲又合 帰路の絶嶺、雲又た合う 

僕僮後在夕陽中 僕僮の後は夕陽の中に在り 

 

 贈晩翠橋本君 

城中日夜漲塵氛 城中の日夜は塵氛
じんぶん

漲
みなぎ

り       塵氛：けがれた気 漲:みなぎる 

不化素衣唯見君 化わらぬ素衣は唯だ君を見る     不化素衣：白い服が汚れていない 

落落霜松抽草際 落落たる霜松は草際に抽
ぬき

んじ     抽:ぬく ひく 

昂昂野鶴出鶏群 昂
こう

昂
こう

たる野鶴は鶏群に出ずる 

新詩幾賦澱川月 新詩は幾つもの賦澱川の月 

郷梦時迷淡嶋雲 郷梦の時に迷う淡嶋の雲       梦:ゆめ 

来往従今如見許 来往の今従
よ

り許
もと

を見る如し 

一樽陪酌屢論文 一樽陪酌し屢
しばし

ば文を論ず      屢
る

:しばしば 

 

 晩春廾日送稲葉静処還江戸 

九十春光剰一旬 九十の春光は一旬に剰じ 

落花啼鳥自傷神 落花啼鳥は自ずから神を傷
いた

ましむ   神=心 

童山尤恨無楊柳 童山尤
もっと

も恨
うら

む楊柳の無きを     尤
ゆう

:もっとも 

不得長條繋去人 長條を得て去る人を繋がず 

                       天地の「神」を感得するのは、とりもな

おさず我が心の「神」である。天地の「神」

に通じるは人の胸奥の「心」である。 

 囲碁図 

機沈暫黙寂 機は沈み暫
しばら

く黙寂 

工手想遺香 工手は遺香を想う 

一発響如玉 一発の響は玉の如し 

禽驚花亦零 禽驚きて花も亦た零 

 



 夏日立川村雑詩 

当窓山影鬱崢嶸
じょうこう

 窓に当る山影は 鬱
うふさが

る崢嶸      崢嶸:高く険しい 

翠染蕉衫
しょうさん

夏自清 翠は蕉衫
しょうさん

に染まり夏自ずから清し   衫:シャツ 襦袢 

不識何辺凉雨過 識
し

らず何
どの

辺に凉雨が過ぎ 

風簸簷外石長生 風簸
あお

る簷
えん

の外、石の長生          簸
は

:あおる 簷
えん

:ひさし 

 

山村尽日掩柴関 山村の尽日は柴関を掩
おお

う          掩:おおう 

処処蝉声和梦閑 処処に蝉の声、梦に和して閑
しず

か 

誰道書窓三尺小 誰か道
い

う書窓三尺の小 

平呑万仭翠孱顔 平呑万仭、翠孱
せん

顔たり           仭:はかる 孱
せん

:よわい 

 

今年又是到林鐘 今年も又た是れ林鐘に到る 

早気旬余頗脳農 早気の旬、余は頗
すこぶ

る農を脳
なやま

す     脳は悩ますの間違い？ 

欲雨晩天猶未雨 雨を欲す晩天、猶お未だ雨
ふら

ず 

炎雲処処起奇峯 炎雲の処処に奇峯が起こる 

 

 賀岡野梅村新居 

経営柱楹
ちゅうえい

美 経営は柱楹
ちゅうえい

の美               楹:はしら 

手沢已先存 手沢は已
すで

に先に存り          手沢：長く使用してついた手の油 

園有耕耘影 園に耕耘の影有り 

門無名利喧 門に名利の喧
かまび

しき無く         喧:かまびしい やかましい 

峯岳詩骨髄 峯岳は詩の骨髄なり 

渓水画淵源 渓水は画の淵源  

箇箇新家福 箇箇に新家の福 

雲煙吐或呑 雲は煙を吐き或いは呑む 

 

 同柏洲会梅村新居 

清遊半日対窓櫺
れん

 清遊半日、窓櫺
れん

に対し         櫺:連子 

吟思雲生酒自香 吟思雲生、酒自ずから香り 

肴核如僧甘淡泊 肴核
こうがく

は僧の如く淡泊に甘し       肴核
こうがく

:盛った肴 

肺傷似水愛清冷 肺傷は水の似
ごと

く清冷を愛
めで

る 

梅葩委土猶敷白 梅葩は土に委ね、猶お白を敷く     葩
は

：はな 

柳眼緘煙未展青 柳眼は煙に緘
と

じ、未だ青を展
ひら

かず    緘:とじる 

別有風流土州客 別に風流な土州の客有り 

奇談湧出説南溟 奇談湧出して南溟
めい

を説く        溟
めい

:くらい 

 



  南光院 

老杉古檜鬱囲庭 老杉古檜の鬱
うっ

として庭を囲み 

石上露沾苔気香 石上露沾の苔気香る         沾:潤す 

白日簫森暗於夜 白日の簫
しょう

森、夜於
より

も暗し        簫
しょう

:ふえ 

唯看宝殿一燈青 唯だ看る宝殿一燈青しを 

 

 早桜挿在一瓶中 

風催雨促是花魁 風催し雨促す是れ花の 魁
さきがけ

 

彼岸前時及半開 彼岸前時、半開に及ぶごとき 

一尺銅瓶寛似海 一尺の銅瓶寛
ひろ

くして海の似
ごと

し 

能浮春色幾分来 能
よ

く春色の幾分か浮べて来る 

 

邂逅叔淡水翁喜有作  邂:あう 逅:あう 

分明昨夜梦中人 分明昨夜の夢の中の人 

今日相逢果是真 今日相逢の果は是れ真なり 

情話殊能愛愚姪 情は殊に能
よ

く愚姪
めい

を愛
めで

るを話す 

音容疑復侍止親 音容は疑い復
ま

た止親を侍
はべ

る       音容：おもかげ 

驚君頭髪多添雪 君の頭髪の添雪の多いのを驚く 

愧我衣衫深染塵 我が衣衫の深く塵を染めたるを愧
はじ

る   愧
き

:はじる 

不厭海程千里遠 海程ど千里も遠いとは厭
いとわ

ず 

殷勤来訪立川浜 殷勤し来訪する立川の浜        殷:さかん 

 

 同諸侶納凉拎鴨川分韻得支   拎=苓:しぼむ？ 

長堤両岸草離離 長堤の両岸は草が離離とし 

占得凉陰坐弄巵 凉陰を占め得て、坐して 巵
さかずき

を 弄
もてあそ

ぶ     

松際遥遥日将没 松際は遥遥として日将に没せんとす 

余暉猶在最高枝 余暉は猶お最高の枝に在り 

 

十里晴川鏡様奇 十里の晴川は鏡の様に奇 

凉風微動碧漣漪 凉風は微かに動き碧の漣漪
れ ん き

       漣漪
れ ん い

:さざなみ 

月光斜射浅流処 月光は斜めに射して浅き流れの処 

中有魚児躍且嬉 中に魚の児の躍り且つ嬉ぶ有り 

 

 八月上旬題銅山某家壁 

山林養性不求仙 山林は性を養い仙を求めず 

米価漸平怡有年 米価は漸
ようや

く平にして有年を怡
よろこ

ぶ    怡
い

:よろこぶ 



節過皕十風正定 節は二百十を過ぎ風は正に定まり 

秋追三五月逾奸 秋は三五を追い、月は逾奸
ゆ か ん

なり     逾:いよいよ 奸：美しい 

香魚逢雨落多少 香魚は雨に逢い、落ちること多少ぞ 

紅葉待霜争後先 紅葉は霜を待ち、後先を争う 

請看偏郷気候異 請看す偏郷の気候は異
ことな

り       請看：見てごらん 偏郷：いなか 

人衣八月已添綿 人衣は八月にして已
すで

に綿を添える 

 

 銅山秋夜 

燈下敲詩句未安 燈下に詩を敲
こう

しして句未だ安ぜず 

残更忍冷倚欄干 残更は冷
さめ

るを忍び、欄干に 倚
よりかか

る  残更：夜明け近く 倚:寄り掛かる 

石山如削当檐立 石山を削るが如く檐
ひさし

に当て立つ   檐:ひさし  

鳴鹿隔渓霜月寒 鳴く鹿は渓を隔てて霜月寒くて 

 

 義父義泰翁濃州人 嘗
かつて

仕我浪速住友氏 住本州銅山也久矣 頃致仕移居山下金子村 

無子養満忠為子以承継家事 満忠産於江州今得慈父於一千里外可不謂奇遇哉詩以書喜 

父子遥従千里東 父子遥か千里東従
よ

り 

良縁奇遇姓相同 良縁は奇遇にして姓は相同じゅうす 

欲知親睦誠情処 親睦誠情の処を知らんと欲
ほっ

す 

只在端厳礼節中 只、端厳礼節の中に在り 

清復談来養老水 清復談来して養老の水          復：復の彳なし  

新秋思起琶湖風 新秋は思起す琶湖の風 

一家和気濃於酒 一家の和気は酒於
よ

りも濃い 

晨夕団欒楽不窮 晨夕の団欒は楽しさ窮
こまら

らず 

 

  中萩前一夕観月                  素峨＝月 

無復雲幃蔵素娥 復
ま

た雲幃は素娥に蔵する無く    幃:とばり 娥：女伐 顔が美しい 

十分露琢又風磨 十分に露琢し又た風は磨く 

満盈
まんよう

或恐近虧損 満盈
まんよう

或いは恐れる虧損
き そ ん

の近きを   盈:みちる 虧
き

:かける 

興味殊於此夜多 興味は殊に此の夜於
よ

りも多し 

 

 題画四首 

春海翠瑠璃 春海の翠は瑠璃 

澹煙不敢披 澹
たん

煙は敢て披
ひら

く             澹
たん

:あわい 

一帆静如坐 一帆は静かにして坐するが如し 

細雨欲来時 細雨来たらんと欲
ほっ

する時 

人家不見日 人家日に見えず 



翠竹壓軒匀 翠竹軒を圧して匀
ととの

う         壓=圧 匀:ととのう 

更愛夜来雨 更に愛でる夜来の雨 

龍孫一尺伸 龍孫は一尺伸び           龍孫：竹の子 

 

雨余瀑布急 雨余瀑布急に 

千仭自天飛 千仭天自
よ

り飛ぶ 

下有留筇客 下に留まる筇 客
きょうきゃく

有り        筇
きょう

:つえ 

水煙冷湿衣 水煙は冷たく衣を湿らす 

 

大樹遮炎日 大樹は炎日を遮
さえぎ

り 

凉風満草盧 凉風は草盧に満つ 

恰宜高枕臥 恰
あたか

も宜
よろ

し高枕に臥し  

併曝腹中書 併せて曝す腹中の書 

 

  冬日到弟村途中所見 

度険如平地 険を度
わた

るに平地の如し 

猟夫意気揚 猟夫は意気揚がる 

慰羅囲雉兔 慰羅は雉兔を囲み           慰=四の下に慰 小網 羅=網 

砲銃逐熊狼 砲銃は熊狼を逐
お

う 

水涸岸容峻 水は涸れて岸容は峻
けわ

しく 

山癯樹影長 山は癯
や

せて樹影は長し         癯:やせる 

寒煙碧渓外 寒煙は碧渓の外 

氷柱列銀槍 氷柱は銀槍に列
なら

ぶ 

 

 早春送清水氏奉母帰河内 

異邦寄跡久憂惶
こう

 異邦の跡に寄りて久しく憂惶
こう

     惶:おそれる 

今日功成名自芳 今日功成りて名は自ずから芳
かんば

し 

擁護七十余歳母 七十余歳の母を擁護して 

還帰八百里程郷 八百里程の郷に還
ま

た帰る 

軽風陪駕梅花路 軽風は駕
か

を阿
したが

え梅花の路       陪=従 

細両繋舟楊柳塘 細両は舟を繋ぐ楊柳の塘       塘=堤 

行喜河州梢近処 行きいきて喜ぶ河州の梢は近き処 

天辺突兀見金剛 天辺に突兀
とっこつ

す金剛を見る        兀
ごつ

:高い 

 

 晩春念三日雪 

蝶意蜂魂不耐悲 蝶意蜂魂は悲しみに耐えず 



東風吹雪雪如蓯 東風
こ ち

は雪を吹き、雪は蓯
そう

の如し      蓯
そう

:すげくさ  

梅梨桃杏皆零落 梅梨桃杏皆零落す 

化作天花再上枝 化して天花を作り、再び枝に上る 

 

 夏日下銅山 

行知此境架天梯 行きて知る此境、天梯を架け 

随処白雲纆脚低 随処の白雲は脚を纆
まと

って低
た

れる    纆=縄 

恠石多崩途左右 恠
かい

石多く崩れる途の左右       恠
かい

:あやしい 

危橋廔転水東西 危橋廔転水の東西 

夏花半樹病無色 夏花の半樹は病みて色無し 

春鳥疎声老有啼 春鳥の疎声は老いて啼く有り 

次第追蹤新緑上 次第に跡を追いて新緑の上      蹤=跡 

乾坤嚢括望将迷 乾坤を嚢括して望み将に迷わんとす 

 

 発銅山留別諸子 

落日依情映酔顔 落日は情に依りて酔顔を映
うつ

す 

筇枝
きょうし

難進路彎彎 筇枝
きょうし

進み難く路は彎彎たり         筇:つえ 彎=湾 まがる 

人人不啻重離別 人人は啻
た

だ離別を重ねず 

山犬殷勤送出山 山犬は殷勤に送り山を出ず 

 

 宿三嶋村 

秋雨易黄昏 秋雨は黄昏易く 

早投三嶋村 早に投ず三嶋の村 

枕頭是馬厩 枕頭は是れ馬
うま

厩
や

 

終夜歯声喧 終夜の歯声は喧
かまび

すし 

 

 讃州和田浜駅邂逅合葉父山 

秋風寒月予山天 秋風寒月は予山の天 

暮酌朝斟酒若泉 暮酌朝斟、酒は泉に若
ごと

し        斟
しん

:くむ 

今日和田浜上雨 今日は和田浜、上る雨 

醒顔留馬話前年 醒顔は馬を留め前年を話す 

 

 円亀雑詩      円亀=丸亀 

隔海浪花如比隣 海を隔てた浪速は此隣の如し 

布帆日夜往来頻 布帆日夜、往来は頻
しき

りなり 

港門繋舸知多少 港門の舸を繋ぐを知ること多少ぞ   舸=船  



半是象山香火人 半ば是れ象山の香火人      

布帆日夜往来頻 港門繋舸知多少 は 

夜来風雨声 花落知多少 が本歌 

 舟発円亀 

雨晴風定月初清 雨晴れ風定まりて月の初めて清
さや

けし 

一帯波光夜五更 一帯波光は夜五更         五更：夜明け前  

幾箇泊船争抜碇 幾箇の泊船争いて碇を抜く   ※更は、日暮れから夜明けまでを五分 

海門震動転轤声 海門の震動して転轤の声     した時刻の名。初更、三更、五更。 

 

 室津雨中作 

帆檣林立雨如麻 帆檣
ほほばしら

林立して雨麻の如く      檣:ほばしら 

水霧漠濠及晩鴉 水霧漠濠、晩鴉に及ぶ 

舟尾舟頭不成列 舟尾舟頭、列を成さず 

間間隔得荻芦花 間間に隔て得たり荻芦の花 

 

 舞妓浜口占 

陶煙繚達乱松間 陶煙の繚達は乱れて松間に      繚:まとう 

縷縷随風風亦閑 縷縷として風に随い風亦た閑か   縷:いと 

昨雨晴来碧如滴 昨雨は晴れ来りて碧は滴の如し 

波頭躍出淡州山 波頭は躍り出て淡州の山 

 

 河州路上 

平野纔過又久宝 平野
ひ ら の

を纔
わずか

かに過きて又久宝     纔
さい

:わずか 

意行不復跨驢鞍 意行は復
ま

た驢鞍に跨
またが

らず 

秋風八月河州路 秋風八月、河州の路 

満畝橦
どう

花白雪寒 満畝橦
どう

花、白雪寒し 

 

和州途中 

山祠村寺路相通 山祠村寺、路相い通じ 

到処霊場仰古風 到る処の霊場、古風を仰ぎ 

尤喜邱田多植薬 尤
もっと

も喜ぶ邱
きゅう

田多く薬を植え     尤:もっとも 邱=丘 

秋風十里異香中 秋風十里、異香の中 

 

 帰路 

怡
い

悦
えつ

無他事 怡
い

悦
えつ

は他事無く          怡:よろこぶ 

村中豊象存 村中に豊象存り 



鼓譁秋社野 鼓は 譁
かまびす

し秋社の野        譁:かまびすしい 

人静郡宮門 人は静かに郡宮の門 

阿妹皆擕姪 阿妹皆な姪を擕え         阿:美しい  擕=携 

乃翁多養孫 乃
なんじ

の翁は多く孫を養い 

旧時手栽樹 旧時に手栽
うえ

し樹 

繁茂覆庭垣 繁茂して庭垣を覆う        覆は雨の下に復 

 

 読亡叔淡水翁二篇詩抄有感書 

月落非無光 月落ちて光無きに非ず 

花飛似有芳 花の飛んで芳
かんば

し有るが似
ごと

し 

此説因何事 此の説何事に因
よ

るか 

在読翁父章 翁父の章を読む在り 

丙辰之夏孟 丙辰之
の

夏
か

孟
もう

            夏孟：初夏 

聞翁罹疾病 聞く翁の疾病に罹
かか

るを       罹
り

:かかる 

啜薬嘗粥余 薬を啜
すす

り粥を嘗
な

めて余す 

枯筆抄新詠 枯筆は新詠を抄
うつ

す 

抄終鐫亦成 抄
うつ

し終わりて鐫
のみ

も亦た成る     鐫:のみ ほる 

請者至将競 請者は競い将に至る 

天地涸衰時 天地涸衰の時 

秋風霜露吹 秋風は霜露を吹き 

淒涼襲病 蓐
びょうしゆく

 淒涼病 蓐
びょうしゆく

を襲い         蓐:しとね 

奄忽
えんこつ

使人悲 奄忽
えんこつ

人をして悲ましむ       奄忽
えんこつ

：にわかに 

人逝呼不報 人逝きて呼んで報
むく

いず 

玉遺長相照 玉遺は長く相を照らし 

皎潔朝雪明 皎潔の朝、雪明るく         皎:しろい きよい 

燦
さん

爛夜星耀 燦
さん

爛の夜、星耀く          燦:あきらか 爛:ただれる 

門生与我謀 門生は我と謀
はか

り           与：～と 

伝播幾十州 伝播す幾十州 

直従蜻蜒尾 直ちに蜻蜒
せいてい

の尾に従い        蜻蜒:とんぼ 

贈到蜻蜒頭 贈到る蜻蜒の頭 

倘不公干世 倘
も

し世の干
かかわ

りを公せずば      倘:もし 

誰識翁絶芸 誰が識
し

るや翁の絶芸を 

古風極壮豪 古風は荘豪を極め 

近軆尽微細 近体は微細に尽き          軆=体 

高致鶴骨癯 高致鶴骨は癯
や

せる           癯は疒翟 やせる 

工処麟毛麗 工処麟毛は麗
うるわ

し 



読至尓吾儂 読みは吾儂の尓
なんじ

に至る        尓:なんじ 儂：わし 

警語徹心胸 警語は心胸に徹し 

此語以成砥 此の語を以って砥と成す 

欲磨吾吟鋒 吾が吟鋒を磨かんと欲す       鋒:ほこ 

莫悲無男死 悲しむ莫
な

かれ男の無き死を 

不肖我猶子 不肖の我れ猶お子のごとし 

無忘季礼義 季の礼義を忘れ無く 

慕思范式軌 思范式軌を慕ひ 

毎読如相逢 読む毎
たび

に相い逢う如し 

仰止翁余風 仰ぎ止める翁の余風 

千秋勉励意 千秋勉励の意  

寄存一篇中 寄せて一篇の中に在す 

 

夐山囑目                 夐：腹の月なし はるか 囑:たのむ 

客杖何辺路不分 杖の客は何
どの

辺の路か分ず 

四山新緑望氤氳
いんうん

 四山新緑、望氤氳
いんうん

たり     氤氳：気の盛んな様 

米家粉本人知否 米家の粉本、人知るや否や 

雨裡夕陽晴処雲 雨裡の夕陽、晴処の雲 

 

乍闔乍開雲
うん

靄
あい

繁 乍
たちま

ち闔
と

じ乍
たちま

ち開く雲
うん

靄
あい

繁り  闔=閉 靄：もや 

千姿万態役吟魂 千姿万態は吟魂を役す 

夕陽欲没光如箭 夕陽は没せんと欲し光は箭
や

の如し 

遥射黄黄熟麦村 遥かに射る黄黄として熟麦の村 

 

 大雨 

大雨滂沱水益川 大雨滂沱、水川に益
あふ

れ 

望中百里白波連 望中百里、白波連なる 

村人提綱奔馳急 村人は綱を提げ奔馳
ほ ん ち

に急ぐに 

三尺鯉魚迷入田 三尺の鯉魚迷いて田に入る 

 

 暮秋山行 

楓林吟坐奐無窮 楓林の吟坐に奐
さけん

で窮無く 

人在京綾蛮錦中 人は京綾蛮錦の中に在り 

一盞芳醪傾未尽 一盞
さん

芳醪
ろう

、傾け未だ尽きず    醪
ろう

:濁り酒 

満顔如酔已潮紅 満顔の酔うが如く已
すで

に紅潮せり 

 



 除夜 

廾年去国滞天涯 二十年国を去り天涯に 滞
とどこお

り   廾は廾と一：廿の俗字 

深喜主恩追日加 深喜す主恩は日を追って加わり 

奉職心何異鉄石 職を奉じて心何
なん

ぞ鉄石と異ならん 

思詩情自在煙霞 詩を思ひて情は自から煙霞在り 

寒光送臘窓前火 寒光は臘を送り窓前の火 

疎影生春瓶裏花 疎影は春を生ず瓶裏の花 

半世羲娥恍如梦 半世羲娥は夢の如く恍
おぼろ

げとして     羲娥:日月 

復逢除夜遠思家 復
ま

た除夜に逢うて遠く家を思う 

 

    おわりに 

 漢字の左右(編と旁)を入れ替えたり、左を下に入れて書いた漢字が出てきて戸惑う。漢和

辞典に無い漢字も出てきて混迷する。それを解明するまで作業が一日中断する。相変わらず、

辞書を片手に漢詩を綴っていった。綴られた漢詩がいい詩かどうかは、難しい漢字をたくさ

ん知っていることで決まるものではないと思う。綺麗な漢字で書かれていることで決まる

ものではないと思う。作り手の伝えたいことが読み手に伝わることがまず第一であると思

う。旧字体はそれなりに慣れてきたが、幕末の漢字事情は、現代人にとっては煩雑としか言

いようがない。江戸時代にはこのように漢字を多用したのだろうか。字の持っている感覚の

違いを表現するための作詩という芸術の世界だけだったのではないだろうか。とにもかく

にも、登用漢字制定がありがたく感じられる。 

 宰平の漢詩は３０歳までの若づくりなので、景色を見たままに書き写しているように感

じられた。俳句の三段切れのように漢字を置いているのに出会うとは意外だった。漢字は中

国語ではなく日本語ととらえている節も見られる。「如く」「似
ごと

く」と例える作例も目立つ。

「於
よ

り」の用法や古の漢詩のパターンなどの本歌取りの例などからして、よく読書している

ことが判る。四世紀の六朝時代に詩と水墨画で風景を発見していたことの追慕を試みてい

たのであろうか。詩の中で「心」に当たる文字を「神」としている。また序中に「雅健に映

ず」と好評しているところからして、古を好み学深きを讃えている。「雄を吐き魂を放つ」

は、明らかに魏の文帝の「文は気を以って主と為す」との文芸論に基づいての評で、生まれ

ながらの気質＝個性を讃えている。しかし、宰平は朱文公を語っているので、詩の気を表現

すことが廃れて文辞の技巧の美しさにとらわれた時代を手本にしている。朱子学が徳川時

代の統治の理として採用していたので仕方ない点かもしれない。そのあたりは本人に尋ね

なければ定かではないが、漢字の使い方が現在と違うので、本当に詩趣を理解できたかどう

かの不安は残る。望郷の思いを読んだ箇所には、人間宰平を垣間見た。 

 公表されている宰平の漢詩集を読み下しただけになったが、宰平の個人史と当時の社会

史とを照らし合わせて、漢詩創作の心境を明らかにしていただければ幸いである。  


